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斗星粥豊天文墾との關係，．その歴実
Astrology　and　Astronomy，　their　History．
吉岡修一郎5／uitiro　l「’osiokα．
1
　科禦のどの部門におい七も，その起源は普通，迷信から離れてみない．それ
で，山上の起源は迷信であるといふ詮を立てる人もあるが　私はさうは思はな
い。二二の起源においては，科學的な思考と迷信的な思考とがまだ分化してみ
ないのであって，廊者がとけ合ぴ絡み含ってみるのだと思ふ．迷信から科學が
生れるのではなく，爾者の共通の源泉である所の渾然とした入域思考形態の中
から，この面訴が次第に蛮生して來たのだ．ちやうど，人類が猿から進化した
のではなくて，人と猿との或る共通の先組から，この二つが生れ出た，といふ
のと同様だらう．
　このやうな事情を，乱雲と数の神秘説（ピタゴラス涯の紳秘話や支那の陰
陽八卦，ま泥インドの濡話など）との關係に見ることが目論るレ，また天文
學と占星術との間にも見ることが出來る．この天文と占星とは兄弟分なのだか
ら，後になっても，天文學には始絡占星術がつきまとって來た．もともと，こ
の爾者は起源において分化してみなか0たのが，科學史の転義なのだから，払
出が一磨分化した後にも折にふれて屡々手をつなぎ合ぴ，また痴る個人侃々の
思考の中では近代になっても爾考未分化¢）歌詞が現れてみる場合も多いのは高
然のことだらう．
・迷信と二二との相違は，必ずしもは．きりしてみるとは限らない．迷信には
論理がないと考へてるる．入が多いが，それは聞違ひで，迷信には迷信としての
まとまった論理の罷系がある．形式的にはちゃんと辻つまが合ってみて，矛盾
がない．どんな迷信家でも，その挾い迷信の範團内深けでは，論理の法則に適
　　　　　　　　　つた老へ方をやってのけてみる．およそ二二がものを考へる．場合，論理を無視
するといふことはあり得ない、fe　N“迷信と里雪との違ふ黙は，料學が物事自龍
を観察し麟納するに當って，廣く且つ冷静に見，そして先入見を鎚棄する心構
へがいつでも出來てるる，といふ黒占にある．先入見を無理に固守するには，い
ろいろの原因があって，感情的または打算的熱中とか理論的安易とか面子問題
（腱面）とか，その他種々だらうが，いつれにしても，それは：或る観念匠固執し
て，そのために現實の事態を犠牲にすることだ．だから當然冷欝公正な親實
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高察が妨げられる結果になる．そして，この先入見をいつでも捨て得る心構へ
にもいろいろ程度の差があるから，科學的精神にもやはり程度の差があり，迷
信と科学との聞にV・ろいろの中間の段階や混和の朕態があり得る．
　かういった黒占でも，占星術と天文學との關係の歴史は一つのい玉詠例を提供
してみると云ふ．
　私自身西洋の占星術の歴史を，直接の史料によって研究してはみないので，
西洋人の書いたものに頼って，その歴史のいくらか詳しい紹介をこSで陳べる
にすぎない．從って，なかに引用される史料なども直接見てはみないが，しか
し，これは充分信用していN筋のものであることを，断ってkきたひ．
?
　占星術は現在，全然『占ぴ』としての一つの精巧な艦系であって，天文學と
は完全に離れてみる．しかし，このことは，現在の亡姉者におV・てさうなので
あって，一般人や占星術専門家にとっては必ずしもさうではない、そればかり
でなく，占星術の專門家は占星術をも一つの『面面」として認めようとする．
そこにも既に迷信たる特徴がある．
　所で，天文學の歴史の初期におV・ては，第一に，襯察の精密とV・ふことが技
術的に進んでみないために，天文三者の知識には想豫の要素が多かった．だ
が，それよりも重要なことには，初期の天文癖者は哲亡者から分化してみない
ので，而も，さういふ論義者が槻念論者だつたために，現計の観察の精密さ，
廣汎さ，冷静さといふことが欲けてるたのだった．それで，星の運行を人生の
諸事に結びつけて，運勢判漸と亡八づけて老へるのは，彼らにとって極めて自
然の傾向だつた．それは未開時代の老へ：方を保持したもので，近代的科學の考
へ方とは遽つたものだった．
　太陽が地球上の生命に及ぼす効果の根本的なことは，どんな未開人にでも明
瞭だつたし，月のみちかけと人生との關係も明かだった。そこで，他の恒星や遊
星も太陽や月のやうに大きな影響力を人事百般に及ぼすに違ひないと考へるの
が，未開入江の頭にとって豪然の考へ方だつた・殊に，月の輝きの猫特な調子
や，そのみちかけ，遊星の蓮動の奇怪な憂動性と個有性とは，古代人や未開人
の想像力を刺戟せすにはみなかった、地球の自簿のために，太陽系外の凡ての
恒星は（吾々の眼から見て）北極星を中心にして毎日規則正しい團膿運動を見
せてみるが，それに反して，．太陽系内の天艦都ち太陽，月，遊星の凡ては，凡
ての（太陽以外の）恒星の團艦運動から離れた別種の運動，而も各自が別々の蓮
動を見せてみる．特にそのうちでも，遊星の運動は，工特の奇怪さを示す．そ
れらは，入間の運命の測りがたい偶凝性や盛嚢のはかなさ，叉それらを支配す
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る善漿悪鰻の雑多を聯想させすにはおかなかった．～二のことは，古代入が遊星
を名づけたその名稻の由來を見てもよくうかがはれる。例へば，遊星の中でも
特に堂々たる統領である木星をジ＝．ピタ嘲1ちユピテル（ゼウス神）と名づけ
て，ギリシャ沸話の二三ゼウスに見立て，また特に光のあでやかな金星を女神
ヴ肩ナス郭ちウェヌスと名づけ，血のやうな光の火星には軍神マルスの名を借
り，青い土星にサタ1ン鄙ちサツルヌスを結びつけるといふやうに，一々ギリ
シャ神話の紳々の個性を與へてるる。
　とXに，占星術的思想の起る明かな芽生えがあるのであって，それは凡ての
人類の幼稚な思索にとって必然的なものだ．いはゆる『占星術』の名構は，
Astrology（die　Astrologie）といふ風になってみて，この方が却ってAstro・
nomy（die　Astronomie）よりも『星の學問』らしい感じを與へるが，それほ
どに，古代人にとっては占星術が『學問』であり，哲學であったわけだらう．
3
　占星術の基礎は，まつ上のやうな諸星と，いはゆる獣帯との關係にある．こ
の二二は勿論，太陽中心ではなくて，地球中心的に老へられた．地球上の人間
の眼に映するま／しの天艦運動を老へるのだから，地球中心になるのが當然なわ
けだった．（現代の天文二者に：しても，特に恒星の襯測に二っては地動論だけ
でなくこの自己中心の老へもなくては整理がつかなV・．）そこで，地球の自韓の
ために，吾々の眼から見ると，太陽が毎日一回つつ地球のまは・りを東から西へ
廻る・やうに見えるが，それと同様に，．地球の公韓のために，吾々から見て太陽
が毎年一回つつ天球を一一まはりするやうに見える．こめ天球における太陽の一
年闇の蓮動が一一一一つの大圓になってみて，それが昔から黄道と名づけられてみ
る．だから，黄道は全恒星界に封して二二的な一つの通路で，それが即ち，い．
はゆる十二宮の獣帯を凹々と通ってみる，また，太陽と一緒に，太陽系内の遊
星や月もやはりこの獣帯の中を運行する．（現在の太陽中心読の言葉に醗課し
て言へば，黄道は要するに，地球公言の軌道が天球に投影されたものに他なら
ない．）占星術はこの獣帯に三三を置V・てるる。
　獣帯は一まはりで360度あるから，それを30度つつに切れば十二になる．そ
れを十二の『宮』（Sign，　das　Zeichen）と言って，その各々の名前が大山生き
ものの名をとってあることは周知の通りだ．そのいはれは，その宮に當る星座
の性質や姿がその生きものの性質や姿に似てみるとV・ふことにある．その名前
を一門墾げておけば：　1．アリエス（牡羊），2．タウルス（牡牛），3．ゲミニ
〈双見），4．カンケル（蟹），5．レオ（獅子），6．ウィルゴ（虞女），リブラ（天秤），
8．スコルピオ（鰍），9．サギッタリウス（射手），・10．カプリコルヌス（山羊），
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11．アク．リウス（水瓶），12．ピスケス（魚）．但し，これらの名にちなむ星座
が雫等に30度つつを占めてみるのではなく，かなり不同がある．大副．さうなっ
てみるといふに過ぎな吋叉，それさへも，二十二世紀以前には成り立ってる
たが，現在では，この星座と十二の宮との一致が歳差のためにすれて來て了っ
て，30度ほど食ぴ違ってみる．つまり，ちやうど一宮ほどだけすれてみるわけ
で，二千二百年昔はi”太陽がアリエス座に入V・る≧地球では春が始まったの
が，今はさうはな’らない．宮としてはアリエス宮に薄いるときに，星座ではピ
スケス星座の三分の一位の所に太陽がみる．（このやうなズレのために，占星
術の方の解熱にも混齪が來る道理になるが，それには適當の調節が施されてみ
るさうだ．）
　このやうに地上の季節の移り走りに宝捜の深V・星座が，人跡の里心の諸部分
や器官にも直接關係があるといふ風に考へるのは當撚のことだった．さういふ
占星術の考へ方が，西洋では今日の家庭の暦にも圖示されてみる．中央に人膿
の裸艦圖があり（一部分内臓も出てみる），そのまはりに羊や牛や双面，等k
の圖が順々に並んでみて，それと素量の各部との西砂が線で示してある．例へ
ば，アリエス（牡羊）は人間の頭と顔を支配し，ゲミニ（双見）は腕を，レオ（獅
子うは心臓を，ウィルゴ（虞女）は腹を支配する，といった風になってみる．こ
のやうな圖が今日でも普通に暦にのってみるとV・ふ．＊＊
　十二の宮の他に十二の家（または室，House）とV・ふのがある．天球を地雫圏
と子午面とによって四象限に分け，その各象限を更に三等分して，それら凡て
で十二の室間を十二の室（家）と名づける．この十二の家が，十二の宮と同様
に，人定のV・ろいろの部分に關摩してみるぽかりでなく，更に，一切の人闇の
行動や生命や事件に關係を持ってるると信じられてみる．それによって，人事
の一切が解繹され豫言される．生死の問題から購博類の勝負まで豫見される．
　例へば，第十二室といふのは次のやうなものを意味してみる：「秘密の仇敵
　　　　圏　　　　　される．土星はもともと害悪の稜頭人だから，1の室　　猫　　　　露　　　　　　　　　　　にるることを非常に喜ぶ．この室は人別では足の部を
eeｵかし，宮は此の星座に御かまひなく，正確に30。つつに黄道を等分してみる。（編輯＞
eeeeV界第220號の口縮を見られS6（編輯）
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支配する，色は緑色．
　こんな風な十二の家は，正方形の地圖のやうに表されて，大略圖のやうな形
式に表されてみた．十二個の三角形が各々の家を意味するもので，家の間の線
は尖頭と呼ばれる．現在は一般に二形の弓形が使はれてるるといふ．
4
　以上のやうな宮や室の精細な組織を使って，運勢三二をやるわけだが，それ
には，占ぴ暦（Horoscope，　das　HoroskoP）とか二二（誕生占ひ圖Nativity，
die　Nativittit）とか）・ふものを作る．占ひ暦といふのは，：下る門閥に或る土
地から見た日，月，諸遊星，十二回目どの布置を言ぴ，またそれを特に或る人
間の誕生について一一自防その入の生れた瞬間，生れた土地について一作つ
たものを生圖とV・ふ．
　そこでいよいよ占星術者が占ぴを實施するには，まつ，その被術者の『圖を
立てる』（または『圖を据ゑる』）ことが必要で，それは，その人の誕生の日附け
に一年，月，　H，時，分まで詳しく一合致するやうに宮と遊星とを家の上
へ置くことを意味する．これをやるには次のやうなものが必要になる．
　占星術者は『家の表』を持ってるる．それは十ニペイジから出來てるて，そ
の一ペイジつつが，十二宮のそれぞれに太陽が當ってみる場合に封回し，その
宮と次の五つの宮とが第十二から第六までの家に來てるる所を六つの欄が示し
てみる．また，その日．ﾌ各時間を與へてるる。六つの反回の宮は六つ㊧反封の
家に封してみて，第一が第七に封し，第二が第八にi封ずる，といった風になっ
てみる．
　別に『推算圃』（Ephemeris，　die　Ephemeriden）があって，これは，與へ
られた日附けに封して，その時の太陽の位置，追口ち太陽がどの宮に當ってみる
かを示すやうになってみる。
　そこで，『圖を立てる』には，まつこの推算圖で太陽の位置を正しく定め，そ
れからこの太陽の位置からして，家の表によって凡ての家に封ずる宮の位置を
’次々と見つけ，それを注意深く『十二の家』の圖表に書き入れる．更に，これ
に似たやうな仕：方で，家に樹する凡ての遊星の相封位置を見出し，それも圖表
に書き入れる．これらの位置關係は角度の關係まで細かく調べるもみ℃，それ
によって，それぞれの二三の屡性（と定められてみるもの）に三って，運勢二
三を行ふ．
　人生のいろいろな事象と家（室）との劉四丁係，またそれに封ずる諸遊星の
影響力との關係は，全く精細に廣範團に明確に規定してあって，人生のどんな
問題でも，占へないものがないやうに出歯てるる．このやうな規定が，運勢を
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豫寵するばかりでなく，運勢を決定する裁決者でもあることは，支那流の十干
十二支五行による占ひの場合と全く軌を山にする．また，規定の詳細なこと，
その占ぴの：方法の面倒で，その道の専門的技術を要することなども三者は相似
てみる．（支那流の占ひも全く占星術の一種に他ならない．）そして，この専門
的技術によって施術する所が，見かけ上，例へば現代の三者が讐二上の知識や
技術によって患者を二三し治療するのと同じ有様なので，施術者も被術者も「眞
面目な自信と信仰とを以てそれを行ふことになる．施術者は弓勢を判断するば
かりでなく，悪い運勢を避けたり輕くしたりする方法をも授ける．また，上の
やうな意味で占星術は『技術的』である他に，根本が非七二的で，人山の回想
を快く誘惑するので，信者は盆々，無意識のうちにだまされて了ふ．三二を旧
知したいといふ人間本來の切望が，本當の二二的法則に頼るよりも室想と希望
と恐怖とに支配されるといふことになるのが，知能の幼稚な段階にふさわしい
わけだらう．（績⇔
　　　　　　　　　　　　　　質　疑　雁　答
　問：仁王経の七難中，日月度を失ひ，時節攣凹し，或は赤日出で，黒日出で，
二三四五の日出で，或は日蝕して光なく，或は日輪一重，二三四五重輪現する
こと一の難になす也．二十八断惑を失ひ，金星、彗星，三星，明星，火星，水
星，三星，Z星，南斗，北斗，主鎭の大星．一切の國主星，三公星，百官星，
：是の如き諸星各々攣現するとと二の難となす也．
　以上の天文學上の御解論を煩はすものである」（T．M．生）
　答：どうも之は宗敏書中の文で，理乱書ではないため，正確に，ありのまN
の事實を蓮べたものと考へることは三二ません．只，人が昔時から天地宇宙
の諸現象を見て，不可思議と思ったもの，叉は，想像上から，こんなことも在
りそうだと思ふことを暴げたのでせう．勿論，皆，肉眼で天象を見た経験と，
其ゐ錯乱や，誤認から來たものです．例へば“日月度を失ぴ”といふのも，實
は決して太陽や月が軌道から腕上するわけはないのですから．，むしろ乱れば三
二の織れたときに日月の光輝が攣化することを言ったのでせう．4時二二逆し”
も，一重二重乃至五重の日輪も皆回気二上の攣現です．“赤日”は日出日渡の
景色，“黒日”も三二の悪V・時の異象，叉は日蝕です．“二十八丁度を失ぴ”も
前述と同様．叉，‘金星以下の三々の名も，有名無名いろ々々の名で，中には，
天界234號373頁の索引で知られるものもありますが，しかし，必ずしも正確な
星を指すものではありません．況んや“諸星各々憂現する”など言ふのは，決
して今の攣星などのことを言ふのではなくて，室模様の鼠れてるるときに，雲
霧のために星が怪しく見えかぐれするのを言ふもめに違ぴありません．（Y）
